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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・タスポ導入により、たばこの売上が250％、来客数
が２倍にまで上がっている。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・駅前再開発の工事がだんだん活発になってきてお
り、職人が増えている。また、タスポ効果でたばこの
売上が前年比124％と大変な伸びを見せている。来客
数が伸びて販売量も増えているという環境で、商品の
売行きは全体で前年比136％となっている。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・店の積極経営のたまもので、来客数が前年比20％く
らい増加している。

観光名所（職
員）

来客数の動き ・土日の天候が良く、来客数が増えている。またメ
ディアがかなり多く入った関係で、来客数が伸びてい
る。

やや良く
なっている

一般小売店［家
具］（経営者）

それ以外 ・店の商品の販売そのものは変わらないが、リフォー
ムの受注件数がやや増えている。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・タスポ導入により、たばこの置いてある店は平均で
たばこが約150％、一般商品も数％売上が増えてお
り、来客数も115％とおおむね好調である。

コンビニ（店
長）

販売量の動き ・たばこが約200％の伸びであり、それに伴って、他
の商品の売上も非常に良い。

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・地上デジタル放送への関心が高まっており、デジタ
ル多チャンネル放送サービスへの加入数も増加傾向に
ある。

変わらない 商店街（代表
者）

それ以外 ・世の中全体のマインドが冷え込んでいるので、当地
域も例外ではないが、世の中で言われているほど落ち
込んではいない。クレジットカードの取扱高も前年同
月比はクリアしている。

一般小売店［酒
類］（経営者）

お客様の様子 ・値上げしていないビールが定期的に少し売れてい
る。

一般小売店［生
花］（経営者）

販売量の動き ・販売量の伸びが変わらない。

一般小売店
［茶］（営業担
当）

単価の動き ・来客数は前年を上回っているものの、１品当たりの
単価が下がっており、かろうじて前年をクリアしてい
る。

百貨店（管理担
当）

販売量の動き ・３か月前と比べ、客の来店頻度、買上点数、客単
価、販売量共に変動がない。強いていえば、夏期特有
の商品が売上増に転じている。

百貨店（売場主
任）

販売量の動き ・ガソリン、食品等の値上げの影響が続いている。

百貨店（販売管
理担当）

来客数の動き ・来客数がじわじわと減少していることに加え、客の
バーゲンに対する目が一層シビアになっている。クリ
アランスでは、ある程度のブランドのハンドバッグが
50～70％オフでも売れず、単価自体が2,000円を切ら
ないと目玉にならない、という声もある。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・ガソリンの値上げを始めとした食料品の値上げの影
響が相当強く、売上にも影響し始めている。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・天候に恵まれ、気温も高いため、飲料やアイスク
リーム等の盛夏商材の売行きは前年比２けた以上の伸
びを示しているが、客が必要な量を必要な分しか購入
しないため、買上点数の伸びにはつながらず、売上は
ほぼ横ばいである。

スーパー（仕入
担当）

単価の動き ・客単価が下がり消費は悪くなっているが、来客数が
増加し、前年はクリアしている。昨年の土用の丑の日
は雨であったが、今年は天候が良く、また、中国問題
や国産偽装により国産原料の高騰があって状況は良く
なかったが、１品単価が上がったことにより、前年に
比べ150％と好調であった。

衣料品専門店
（経営者）

単価の動き ・今月天気が非常に良く、夏物が非常に良く動いてい
る。天気のおかげで良くなったように思われる。

家電量販店（統
括）

来客数の動き ・猛暑の影響で、エアコンを中心に売上は好調である
が、気温に左右されない商品の伸びが悪い。特に、家
電小物が不振で、結果的に来客数は減少している。Ｐ
Ｃも苦戦している。

家計
動向
関連



乗用車販売店
（経営者）

お客様の様子 ・整備は順調に入っているが、販売は今月ガソリンの
価格が上がったせいか、大きい車が出ない。小さい軽
自動車は順調に出ている。

その他専門店
［雑貨］（従業
員）

来客数の動き ・一人当たりの客単価は上がっている傾向があるもの
の、それを補えないくらい来客数が減っている。

一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・３か月前と比べてあまり変わらないが、不景気の雰
囲気があった６月と比べると、７月は暑くなってきて
多少客の動きが出てきている。暑さに比例してビール
などがよく出るようになっており、ボーナスがあった
ためか高い商品も出ている。

都市型ホテル
（支配人）

お客様の様子 ・客の動きに変化は見られず、景気も変わっていな
い。

都市型ホテル
（スタッフ）

お客様の様子 ・婚礼新規の来館客が減少しており、婚礼の出席者数
も減少している。

都市型ホテル
（スタッフ）

単価の動き ・来客数、宿泊、レストラン共に前年比ほぼ横ばいで
ある。レストランでは来店頻度が月３～４回から２～
３回に減少している客もいる。お得感のあるメニュー
の提供で新規客を獲得したり、ダイレクトメールで来
店頻度を下げないように努力している。また、出張族
が多く使う宿泊では、パソコンの貸し出し付きプラン
や宿泊予約を携帯電話から受付できるシステムを導入
するなど、ビジネス客に支持されやすいように工夫
し、料金も値上げしないでいるので、何とか前年並み
を維持している。

通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・インターネット、電話サービスの獲得は好調で、下
期予算も上方修正している。一方、オリンピックが今
一つ盛り上がりに欠けることや、消費者保護が販売面
で逆風になっていることなどから、ケーブルテレビは
予算ぎりぎりの状況である。

通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・オリンピックが近付いているにもかかわらず、量販
店での販売、契約量は例年より思わしくない。

通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・新築物件の減少傾向は続いており、新築物件への
ケーブルテレビ導入件数も前年比で落ち込んでいる
が、アナログ放送の停止まで丸３年ということでデジ
タル放送がマスコミに取り上げられることが多くな
り、契約件数は横ばいを維持している。

パチンコ店（経
営者）

競争相手の様子 ・当店、ライバル店の来客数共にあまり変わっていな
い。

その他レジャー
施設［アミュー
ズメント］（職
員）

販売量の動き ・夏休みに入り、商戦の中でもクリスマスや正月に次
ぐ大きな売上が期待できる時期であるが、３か月前に
比べ、業界の景気は良くも悪くもなっていない。良い
ソフトは売れるが、面白くないソフトは見向きもされ
ないという傾向は変わっていない。

その他レジャー
施設（経営企画
担当）

お客様の様子 ・プロ野球関連商品、サービスは、対戦カードや曜日
によって客のニーズが大きく異なり、引き続き厳選し
て消費をしている様子がうかがえる。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・先日当地域で行われた朝顔市では、例年より集客は
多かったが、購入段階になると財布のひもが固かっ
た。従来だと２～３鉢買う人もかなりいたが、今年は
１鉢しか購入しておらず、前年比で２割減少してい
る。

一般小売店［衣
料・雑貨］（経
営者）

お客様の様子 ・７月は雨が少なく晴天が続いているが、猛暑で客足
がやや少なくなっている。夏物商品のバーゲンが始ま
り、値ごろ商品は非常に良く売れているが、高額商品
は敬遠されているので、全体の売上はまずまずであ
る。

一般小売店［米
穀］（経営者）

単価の動き ・米が値上がりしている。特に特定のブランド米が高
く、当店でも７月末で大幅に値上げした。３か月前の
小幅な値上げ時には特定のブランド米を買っていた客
が、今月の値上げでは他の米にシフトする様子が多く
みられる。テレビのアナウンス効果もあり、消費者の
目はますます厳しくなる。

一般小売店
［靴・履物］
（店長）

単価の動き ・客が単価の低いものを探す傾向が強くなっている。
今まで２千円くらいの物を買っていた客が１千円くら
いの物を一生懸命探している。



一般小売店［文
具］（販売企画
担当）

それ以外 ・来客数は減少しているが、いろいろな努力をし、そ
の結果として個人の購入は良くなっている。ただ、外
商の大口案件が相当少なくなっている。

一般小売店
［茶］（営業担
当）

販売量の動き ・暑い日が続き、煎茶の注文が減ってきている上に、
ここ最近の物価上昇の背景からか注文量も一回ごとに
減少している。特に、注文履歴が毎回同数量であった
客までもが注文数を減らして発注してきている。

百貨店（総務担
当）

競争相手の様子 ・ここ４か月ほど、周辺百貨店の売上総計が前年をか
なり下回り、厳しさが増してきている。中元商戦も今
一つ盛り上がりに欠け、売上が伸びていない。

百貨店（総務担
当）

販売量の動き ・買上客の減少に歯止めが掛からない状況の中、ここ
にきて更に販売量、特に複数購入比率の低下が顕著に
なっている。今必要な物しか購入しなくなっている。

百貨店（企画担
当）

競争相手の様子 ・競合店も当店も３か月前に比べて明らかに厳しさが
増している。

百貨店（広報担
当）

販売量の動き ・７月１日からスタートしたクリアランスセールは初
日に平日としては過去最高の売上を記録するなどの好
調なスタートを切り、２週間の売上は２けた増と好調
に推移している。水着、浴衣、サンダル、サングラス
等夏物雑貨も２けた増と客の動きは良い。しかし、プ
ロパー商品の動きは前年を下回っている状況で、ファ
イナルクリアランス以降の秋物展開への客の反応を注
意深く見守る必要がある。

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・クリアランスの開始日が遅れたため、今月は復調し
たようにみえた一方で、婦人アパレルの再値下げのタ
イミングも早く、売上の伸びは微増している。ギフト
商戦についてはインターネット需要は増加傾向にある
が、来客動員数、売上、１人当たりの件数共に減少傾
向にある。

百貨店（販売促
進担当）

単価の動き ・中元ギフトセンターでは、来場者数は前年比プラス
だったが、個々の贈答件数を絞っている客がほとんど
で、売上面では前年を下回った。セールについても低
調で、セール後の秋色夏素材のプロパー品の動きは更
に悪く、本当に必要な物を十分に考慮して買う客ばか
りである。

百貨店（副店
長）

来客数の動き ・節約傾向が日ごとに増している。来客数が97％、飲
食関係の来客数も85％である。

百貨店（営業企
画担当）

販売量の動き ・価格高騰の影響を１番受けている食料品が特に苦戦
している。中元商戦も会期を延長したが、前年比マイ
ナスの見込みである。また、クリアランス初日売上が
前年の６月から７月にずれたが、紳士、婦人衣料品共
に前年比マイナスの結果となっており、買い控えの傾
向がかなり見受けられる。

百貨店（業務担
当）

販売量の動き ・食品は日常の必要な品ということで、ある程度売上
を維持しているが、４月以降、婦人服を中心に、紳士
も含めた衣料品、雑貨関係の売上が非常に厳しくなっ
ている。ガソリンの高騰やその他の物価上昇の影響を
大きく受けていると感じる。セールになってもなかな
か売れない。

スーパー（店
長）

単価の動き ・来客数、買上点数、単価共にやや悪くなっている。

スーパー（統
括）

来客数の動き ・客の様子を見ていると、価格を強調した商品やタイ
ムサービスの反応は非常に良い。卵、しょう油などの
頻度品の販売動向については、客は非常に敏感になっ
ている。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・このところ来客数が減少している。

コンビニ（経営
者）

それ以外 ・タスポが開始され、たばこの売上が全般では
200％、現在160％くらいとなって、全体の売上を引っ
張っている。来客数も増えてはいるが、他の商品は横
ばい、単価は下がってきている。

コンビニ（経営
者）

単価の動き ・ここ最近、原油関係の値上げにより、車の利用が非
常に少なくなってきている。また、客の買い方がきつ
く締まった感じになってきているので、良くなっては
いない。

衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・月の前半は雨ばかりで、後半は非常に暑く、来客数
が全体的に10％近く落ち込んでいる。



衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・連日の猛暑で日中の来店数が少なく、声には出さな
いが購入がシビアになっている。前年度より値引きし
ているが反応が悪い。不景気である。

衣料品専門店
（営業担当）

来客数の動き ・物価の急上昇のため、高齢者の購買意欲が乏しくな
り、単品買いが多くなっている。

家電量販店（店
長）

お客様の様子 ・消費者物価の高騰で買い控えが広まっているが、エ
コ、省エネに対する意識が高い分、「やや悪い」にと
どまっている。

乗用車販売店
（販売担当）

お客様の様子 ・トラックを今月値上げしたが、客に今月中の発注で
12月末までに販売、登録すれば価格は据え置くと伝え
たところ、３～４か月先が不透明で価格が上がるのは
分かっていても現状では発注できないと何度も言われ
た。トラック販売は前年同期比で３割減少している。

乗用車販売店
（総務担当）

単価の動き ・販売台数は前年を維持できる数字が出るようだが、
軽自動車でカバーせざるを得ない。修理部門は何とか
前年並みを維持しているが、全体的には減収になって
いる。やはりガソリンの高騰によるものが大きい｡

乗用車販売店
（渉外担当）

販売量の動き ・消費財の値上げ拡大、ガソリン価格高騰の不安材料
が解消されず、購買が慎重になっている。また、車の
利用減少などマスコミ情報も消極的な購買につながっ
ている。上期好調であった低燃費のハイブリッド、コ
ンパクト車販売も微増にとどまり、今月の販売量は前
年比マイナス4.0％の見込みである。サービス商品は
需要月にもかかわらず客足が鈍く、売上は前年比マイ
ナス１％と微減である。

住関連専門店
（統括）

販売量の動き ・原油高騰による消費意欲の低下が、販売量の低下と
いう形で現れている。

その他専門店
［ドラッグスト
ア］（経営者）

来客数の動き ・競合店がエリア内に２店舗オープンし、近隣の店舗
の来客数が70％台まで落ち込んでいる。全店トータル
すると何とか100％には達しているが、各種値上げの
中で利益を削って安売りをして来客数を確保せざるを
得ない状況である。

その他専門店
［眼鏡］（店
員）

販売量の動き ・サングラスの動きが活発になっているが、全体に来
客数と単価が下がっている状況で、依然好転していな
い。

高級レストラン
（支配人）

来客数の動き ・来客数が80名ほど減少しており、今まで比較的来て
いた個人客が少なくなっている。

一般レストラン
（経営者）

競争相手の様子 ・同業の廃業が２件続いている。後継者不在と売上の
落ち込みに加え、賃貸契約の更新費用が追い討ちをか
けていることが原因である。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・３か月前と比べ、来客数が減少している。土日は今
までどおり忙しいが、ウィークデーの始めや半ばなど
は全然客が来ない。特にこの３～４か月は財布のひも
がかなり固くなっている。

一般レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・他の店もどこも客が入っていない。やや悪いと回答
しているが、これはインターネット等を利用した種々
の営業展開と相当な営業努力を行うと共に、スタッフ
の努力もあって、ようやく前年並みの経営状況だから
である。今は本当に厳しい。

旅行代理店（従
業員）

お客様の様子 ・問い合わせの電話件数、団体旅行の見積件数共に少
なくなっており、残業時間も減っている。

旅行代理店（従
業員）

お客様の様子 ・燃油高による海外旅行の懸念、延期、中止等が相次
いでいる。

タクシー運転手 お客様の様子 ・今月は本来ならお中元の季節で大分忙しいところだ
が、非常に悪くなっている。街も飲み屋も閑散として
おり、早く帰ってしまうような現状で、客の話も悪い
話ばかりである。

タクシー（団体
役員）

お客様の様子 ・この何か月間か感じていたが、特に今月はチケット
契約企業の業務時のチケット利用や無線オーダーの減
少が響き、換金額や請求額が大幅に減少している。

通信会社（管理
担当）

販売量の動き ・販売量が減少しており、併せて解約、契約解除数も
増加している。

通信会社（営業
担当）

競争相手の様子 ・同種サービスを扱っている大手が資本力を活かした
攻勢を掛けてきており、エリア限定のケーブルテレビ
サービスとしては苦戦が強いられている。オリンピッ
クによるデジタル放送の需要増加も、思ったよりは感
じられない。



通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・夏のキャンペーンで工事費の割引をＰＲしたが、前
年に比べ客の反応が悪い。

その他サービス
［結婚式場］
（従業員）

来客数の動き ・夏場はどうしても客足が伸び悩むが、昨年と比べて
著しく予約組数が減少している。毎年納涼会で利用が
ある客も、予算が無いとの理由から今年は開催しない
ようである。

設計事務所（所
長）

競争相手の様子 ・同業者が多くなっている反面、仕事量が非常に少な
くなっている。また、設計の申請を出してから確認が
下りるまでに今までの３倍以上の手間が掛かっている
が、発注側には設計料がなかなか理解してもらえず、
非常に厳しい状況である。

設計事務所（職
員）

それ以外 ・鋼材、原油の高騰に起因して二次製品の値上がりも
あり、企画、発注自体が少なくなっている。計画中の
案件でも建築費用概算が10％以上増加し、事業主が
ちゅうちょするという事例もある。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・全体的には、建築材料等の値上がりにより利益率が
悪化し、厳しくなっている。今月の販売だけをみる
と、12月の住宅ローン控除期限切れによる駆け込み契
約が増えているだけで、景気が回復しているとは言え
ない。

住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・住宅は年内引渡しでローン控除があるが、残念なが
らその効果は全くない。住宅を考えている客は大勢い
るが、結構長期的な考え方をしている客が多い。

住宅販売会社
（従業員）

来客数の動き ・マンション販売センターへの客足が落ちている。ま
た供給過剰なのか、客の意思決定までの時間が延びて
いる。

住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・客の動きが鈍い。

悪く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・街に人が非常に少ない。大型店があるからか、夏休
みになって、商店街の中へ人が流入してくる気配が一
向にない。つまり買物をする客がいない。

商店街（代表
者）

販売量の動き ・ガソリンが値上げしてから、特に個人客が激減して
いる。

商店街（代表
者）

販売量の動き ・夏の浴衣商戦は前年と比べ、かなり販売量が落ち込
んでいる。地域の夏祭りが明日からスタートするが、
それにしてはあまりにも販売量が少なく、今のところ
前年の30％減である。

百貨店（広報担
当）

お客様の様子 ・クリアランスセールは盛り上がりに欠けている。そ
の代わり、秋色で夏素材のような値ごろ感のある商材
については、赤札でなくとも購入する傾向が強まって
いる。従来のように「安いから買う」ではなく、必要
な時に必要な分だけ買う傾向が更に強まっているよう
である。

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・社会不安からと想像するが、客の百貨店での買物に
関する目は厳しい。客は一番必要なもの、ことを優先
している。トレンドに対しても、百貨店での買物は二
の次になっている。

百貨店（店長） 来客数の動き ・７月の来客数は前年比94.7％、買上客数は同96.2％
と、６月よりマイナス幅が改善されているものの、前
年割れの状況が続いている。改善要因としては、前年
は６月30日に実施された夏物処分セールが今年は７月
１日に変更されたことが挙げられる。ただし、夏衣料
の値下げ品の動向は決して良くはなく、厳しい状況が
続いており、比較的好調であった食料品も前年割れに
なっている。夏の賞与の減少など、小売業としては厳
しい状況である。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・来客数が前年割れというのが第一の原因である。ま
た、特売で卵やカップラーメンなどを安く売ると、そ
れだけを買って、他のものは買わない。３か月前と比
べて、月を追うごとに悪くなっている。

スーパー（統
括）

販売量の動き ・来客数はここ数か月変わっていないが、買上げ点数
が減少しており、消費者の生活防衛意識が更に強まっ
てきている。

コンビニ（経営
者）

お客様の様子 ・タスポカード導入の影響で売上は前年比120％に急
上昇したものの、一般商品の売上は低下している。特
売のおにぎりだけが大量に売れるなど、かつてない状
況が続いており、反動が恐ろしい昨今である。



衣料品専門店
（次長）

来客数の動き ・ガソリン代の高騰で郊外店への来客数が激減してい
る。駐車場の空きが目立ち、自転車での来店が増えて
いる。自転車だと大きな荷物は購入しづらく、買上点
数も減少している

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・大型車を中心に見積依頼、受注が大幅に減少してい
る。やはり燃料、物価の値上がりが高額車の消費者に
対して相当の節減意識を生んでいるようである。

乗用車販売店
（経営者）

来客数の動き ・来客数が減少している。

その他専門店
［服飾雑貨］
（統括）

単価の動き ・客単価の減少傾向に歯止めが掛からない。

その他小売［生
鮮魚介卸売］
（営業）

販売量の動き ・原油高などの影響で商品単価が高騰している。消費
者の魚離れは必至である。

一般レストラン
（店長）

来客数の動き ・暑さが理由なのか、皆家に帰っているのか、節約し
ているのか分からないが非常に人通りが少ない。

旅行代理店（経
営者）

来客数の動き ・ガソリンや食料品等の値上げが次々に押し寄せてき
ているため、旅行という気分にならない人が多いの
か、来客数が減少している。

タクシー運転手 それ以外 ・連日の暑さ、とどまるところをしらない燃料高騰、
消費者物価の上昇等で、高速道路、一般道路共に車両
数が激減している。タクシーの利用者も激減してお
り、深夜の都心はカラフルな空車の列で一杯である。

タクシー運転手 お客様の様子 ・お年寄りから、病院の通院回数が少なくなっている
という話をよく聞いている。また、終電以降の乗客が
かなり減少し、飲食店の客も少なく、深夜のタクシー
乗車率はボーナス月の前年同月に比べ、40％ぐらい下
がっている。５、６、７月と段階的に客数が減少して
いる。

通信会社（経営
者）

お客様の様子 ・例年よりはるかに案件が少なく、希望金額まで届か
ないケースが多くなっている。

その他サービス
［立体駐車場］
（経営者）

販売量の動き ・たばこの販売をしているが、タスポが始まり売上が
７、８割も減少してしまっている。その他についても
客は財布のひもを締めている。

設計事務所（経
営者）

それ以外 ・建築基準法の改正、11月からの建築士法の改正に伴
い建築申請の動きが悪くなっている。構造計算におい
ても１か月で済むものが、４～５か月掛かっている。

設計事務所（所
長）

お客様の様子 ・施主に対しての銀行融資が非常に厳しくなってきて
おり、なかには中止になったものもある。

設計事務所（所
長）

販売量の動き ・ほとんど動きがなく継続の仕事をこなしているだけ
で、作業量としては激減している。

住宅販売会社
（経営者）

販売量の動き ・分譲住宅は２～３年前より仕入れのコストアップの
影響で販売価格が上昇していることや、サブプライム
ローン問題などの間接的な影響により、販売量が激減
している。建設は公共事業の削減や新規設備の見合わ
せなどにより、受注量が激減している。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・３か月前から販売量が落ち続けており、回復の兆し
がまるで見当たらない。上場企業の大手マンション業
者や建設業者の倒産のニュースを見ても、ここ数年の
ミニバブルが崩壊したのは間違いない。銀行のローン
担当者や司法書士がよく営業に来るようになり、焦り
始めているのがよくわかる。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・３か月前と比べて販売量が３分の１に落ち込んでい
る。

その他住宅［住
宅資材］（営
業）

お客様の様子 ・建材関係の客を中心に、販売不振が続き、前年比で
10％以上減少している。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・当社が開発したオリジナル商品が今月はよく売れ、
販売金額や利益率もまずまず良かった。７月としては
過去10年間で一番売上が良い。

変わらない 出版・印刷・同
関連産業（営業
担当）

受注量や販売量
の動き

・今月は取引先企業からの小特需があったが、印鑑や
名刺等の店売りでは３日間で印鑑１本だけの注文とい
う時期があったので変わらない。

企業
動向
関連



一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・今までコンスタントに出ていた自動車関係の大量の
仕事が少し減ってきている。その落ち分を新規の仕事
で補っているので、会社としての売上は変わらない状
態であるが、先が心配である。

輸送用機械器具
製造業（経営
者）

取引先の様子 ・これだけ素材、燃料が値上りすると、すぐ価格に転
嫁できないだけに、苦しい、大変だという話を多く聞
く。価格を高くすると、客は今まで30買っていたもの
を10個に抑えたりするので、今が一番大変な時であ
る。

不動産業（経営
者）

競争相手の様子 ・建売等の値下がりが顕著で、預かっている仲介売買
物件も売却が進まない。

不動産業（総務
担当）

取引先の様子 ・不動産賃貸部門はテナントの入居状況もほぼ100％
であり、マンション販売部門も現在売出し中の物件の
売行きが今のところ順調で、ちまたで言われるほど景
況感は悪くない。

広告代理店（従
業員）

取引先の様子 ・ガソリン高騰で車の売行きが悪いので、宣伝費等を
抑え始めている。

社会保険労務士 取引先の様子 ・資金繰りの厳しい会社が見受けられる。
その他サービス
業［廃棄物処
理］（経営者）

受注価格や販売
価格の動き

・受注価格が抑えられていると同時に、原材料費、燃
料費の高騰が利益を圧迫している。

その他サービス
業［情報サービ
ス］（従業員）

取引先の様子 ・通信インフラの設備投資に対する必要は相変わらず
高いものの、マンション建設における法制度の変更や
原材料の価格高騰により、建設期間、建設コスト共に
増大傾向にあり、コストの削減が求められている。
ユーザーからの問い合わせや引き合いの件数も増えて
きているが、受注に結び付きにくくなっている。

やや悪く
なっている

食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・観光地だが、来客数も単価も徐々に下がりつつあ
る。今はそれほどでもないが、これから影響が出てき
そうである。

出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・得意先からの発注量が少ないため、価格競争が激化
しており、見積等で受注することが困難になってい
る。

出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

取引先の様子 ・当社は特定業種の客ではなく幅広く、雑貨のような
物から看板、銘板といった色々な取引先があるが、す
べての得意先が低調である。

プラスチック製
品製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・改正建築基準法の影響が思うように回復せず、取引
先によっては住宅関連部品の受注が前年同期に比べ４
割ほど落ち込んでいる。

金属製品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・受注量が減り始めている。

電気機械器具製
造業（経営者）

競争相手の様子 ・引き合いは変わらずにあるが、１つの企画に４社、
５社が競合して入札し、一番コストの安いところが落
札するために、どうしても当社も低価格で協力せざる
を得ないという状況が頻繁に発生している。

精密機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・材料等が上がっており、受注量は減少している。

輸送用機械器具
製造業（経営
者）

取引先の様子 ・客から原材料の高騰分の半分は値上げを認めるが、
半分は企業努力でカバーしてほしいと厳しい要求をさ
れている。すでに赤字になっている上での話なので、
正常な状態ではない。

その他製造業
［鞄］（経営
者）

取引先の様子 ・当社は内容的には落ち込んではいないが、複数の得
意先から大変苦戦していると聞いている。どこにチャ
ンスがあるかを見付け出す苦労は並大抵のものではな
いので、現状を維持するのは非常に厳しい。

建設業（経理担
当）

受注量や販売量
の動き

・最近になって大幅に受注量が減少している。先の景
気が読めないため、できるだけ出費を抑えているよう
で、新築工事のみならず改修工事も少なくなってい
る。

通信業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・携帯電話市場の飽和が進むなか、買換え需要にも影
響が出ている。新機種導入も一部の強い興味を持つ層
の動向であり、市場を活性化させるものではない。

金融業（審査担
当）

取引先の様子 ・建設業界はいまだ低迷が続くなか、鋼材関係の値上
がりが著しく、建設資材卸売業は厳しさが増してい
る。

金融業（審査担
当）

取引先の様子 ・金融機関の不動産業と建設業に対する融資姿勢が一
段と厳しいものになっており資金繰りがひっ迫し、連
鎖倒産が相次いでいる。



金融業（支店
長）

取引先の様子 ・ガソリンの高騰が響いて、取引先企業の利益が圧迫
されている。また、いろいろな業種でも原材料がかな
り上がっているので、利益が圧迫されている。物価上
昇により消費が低迷しているため、小売業では売上が
相当減少している。

経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・製造業関係の客は業況に影響があるという話をする
が、サービス業の客は比較的順調なところが多い。業
種間、あるいは企業間で差があるようである。

税理士 取引先の様子 ・建設業で特殊技術を持っている会社は、バブル期の
ような単価ではないものの、仕事はたくさんあり良
い。しかし、原油高、材料高によって業界全体が影響
を受け、大手ビルの建設を遅らせたり止めるところも
出てきている。業績が悪く、抱え込んでいる職人への
給料支払などに大変な思いをしている。

経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・金属加工業の資材が高騰し、受注が極端に減少して
いる。建設関係の中堅企業の受注は急減している。

その他サービス
業［映像制作］
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・大手からの受注量もこの１か月大変少なくなってい
る。

悪く
なっている

食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・法人も個人も、中元などの贈答品を使わなくなって
いる。

繊維工業（従業
員）

取引先の様子 ・当組合加入組合員のうち、平成20年度に入って約４
か月間で、廃業２社、その他業績悪化等による脱退７
社、他に休業を申し出てきているところが５社の合計
14社が減る。これは、前年度の約1.5倍である。

非鉄金属製造業
（経理担当）

受注量や販売量
の動き

・今月は売上が少ない。

金属製品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・今まで標準で流れていた製品が止まっている。ま
た、その他得意先の設備計画や生産計画が縮小してい
るので、見積を出しても、材料の高騰で総額が予算に
合わないと言われ、安い方に流れて行ってしまってい
るのが現状である。

一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・このところ受注量が極端に減っている。

建設業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・商品が売れない。

建設業（経営
者）

競争相手の様子 ・原材料の高騰によるインフレ化のためである。

建設業（経営
者）

取引先の様子 ・客先にあいさつ回りをしているが、ほとんどの企業
は仕事が激減している。仕事もないため、余儀なく次
月分の仕事を今月行なって、例年よりも多くお盆休み
を取るようにしている。

輸送業（経営
者）

取引先の様子 ・在庫は多くあるが、出荷指示が全くない。

輸送業（営業統
括）

受注量や販売量
の動き

・荷主からの依頼が鈍く、受注件数が前年の70～80％
ぐらいにしかならない。

輸送業（総務担
当）

それ以外 ・輸送する貨物が無い。荷主の出荷予定の変更が多
く、予定量を出荷できないため、車両は車庫で待機状
態である。他社の仕事も回してもらっているが、運賃
が安過ぎる。利益がマイナスになることもある。

経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・中小規模の商業、サービス業の売上内容に変化が出
てきている。来客数はともかく、客単価が下がってき
ており、買上品目数も減少している。恐る恐る値上げ
に踏み出したところ、消費者が極めて敏感に反応して
いる。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

○ ○ ○

変わらない 人材派遣会社
（社員）

周辺企業の様子 ・サブプライムローン問題や原油高騰等で売上が横ば
いの状況にあるために、主要取引先である国際物流会
社からの仕事の依頼が以前に比べ、減少傾向にある。

人材派遣会社
（社員）

雇用形態の様子 ・直接雇用に変更の動きが出始めているため、当業界
においては逆風になりつつある。

人材派遣会社
（営業担当）

求人数の動き ・求人数が落ち、派遣料金がやや下がり出している。
注文主からの要請も少し低い料金でのものが混じって
きている。

雇用
関連



学校［専修学
校］（就職担
当）

求人数の動き ・求人獲得件数は前年同月比でほぼ横ばいである。

やや悪く
なっている

人材派遣会社
（支店長）

それ以外 ・派遣依頼、派遣登録者共に前年を大きく下回ってい
る。

求人情報誌製作
会社（編集者）

採用者数の動き ・全体的に様子見から手控え傾向にあるようで、大手
企業は方針の先延ばしで不透明感が強く、中小企業で
は人材は欲しいものの採用予算は前年割れという状況
である。

求人情報誌製作
会社（編集担
当）

求人数の動き ・夏の短期アルバイト、パートなどの求人件数が前年
と比べ減少している。一般小売店、飲食店、医療事務
関連のスタッフの入れ替わりによる求人は相変わらず
堅調である。

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・ガソリン等いろいろな物の値上がりで、企業の利益
体質が大幅に悪化し、出稿量が減少している。また、
広告業界には紙の大幅値上げも相当なダメージで、い
わゆるダブルパンチの状態である。求人数の動きから
景気の悪さを感じるというよりも、逆に、不況感の高
まりが求人広告数を減らしているという印象である。

職業安定所（所
長）

求人数の動き ・新規求人数が引き続き減少傾向で推移している。新
規求職者数も減少傾向で推移しているが、減少幅は縮
小している。

職業安定所（職
員）

それ以外 ・今月は会社都合で退職する人が目立っている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数が前年同月比23％減少している。特に卸
売・小売業が同47％、サービス業が同39％と大幅に減
少している。個人消費が低迷しており、企業の求人意
欲が低下している。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は主たる産業11業種のうち、運輸業、製
造業、飲食、宿泊業等の７業種で減少している。特に
運輸業は前年比６割強の減少となっている。ガソリン
高に加え、価格転嫁が進まないことが大きく影響して
いる。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は２月以降、前年同月比での減少傾向が
続いており、月間有効求人数も４月以降、前年同月比
２けたの減少が続いている。月間有効求職者数が４月
以降前年同月比で増加に転じたことも影響し、前年10
月以降１倍を超えていた有効求人倍率が４月は0.88
倍、５、６月には0.83倍と、１倍を割込んで推移して
いる。

民間職業紹介機
関（経営者）

求人数の動き ・求人数の動きについて、今までは、新規部門という
増加要因がたまにあったが、現在はその要因はあまり
なく、むしろ置き換えの場合でも求人数を減らす傾向
がある。

民間職業紹介機
関（職員）

それ以外 ・求人数も減少しているが、決定率も下がってきてい
る。採用意欲の低下、採用基準の上ぶれ等で応募者が
なかなか合格しない状況になってきている。

学校［短期大
学］（就職担
当）

求人数の動き ・求人数が減少している。届く求人票は販売系で、事
務系の募集がほとんど無くなってきている。

悪く
なっている

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・通常７～８月というのは求人数が減る時期だが、今
年に関しては従来に比べても全く動きがない。

人材派遣会社
（支店長）

それ以外 ・派遣、紹介予定派遣共に受注数が大幅に減少してい
る。どこの企業も人員計画は現状維持という回答であ
る。

求人情報誌製作
会社（広報担
当）

周辺企業の様子 ・気骨と意地で新卒採用を続けてきた企業も、原油高
やその他物価高のあおりを受けて、さすがに限界であ
る。雇用情勢は悪い。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・紹介件数の伸びに反して就職件数が伸び悩んでお
り、月間有効求職者数は横ばい傾向を示している。企
業の採用意欲の鈍化を感じる。


